
 5 

 

【タイプＡ】 

水田と水路の落差が比較的小さい場合（６０ｃｍ程度）は、タイプＡとなります。魚道は、畦畔部分では

水平に設置し、水路内は２０°にします。２０°区間はコルゲート管の溝１つおきに隔壁を千鳥状に挿

入します。 

 

水田魚道詳細 
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【タイプＢ】 

タイプＡより水田と水路の落差が大きい場合は、タイプＢとなります。魚道は、畦畔部分では水平に設置

し、水路内は２０°にします。２０°区間はコルゲート管の溝１つおきに隔壁を千鳥状に挿入します。 
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魚道のサポート（タイプＢ） 
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【タイプＣ】 

水路法面が大きい場合は、タイプＣとなります。法面を掘削して敷設します。魚道は、畦畔部分では水

平に設置し、法面部分は２０°にします。２０°区間はコルゲート管の溝１つおきに隔壁を千鳥状に挿

入します。 
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コルゲート管を延長する場合は、溝が３つ重なるようにして、上流側の管を上にして継ぎ手をしましょう。 

コルゲート管魚道は、水平に畦畔を横断してか

ら、２０°で排水路に下ろします。 

また、流路に平行に下流方向に向けるため、直

角に曲がった製品（エルボ）を使用すると、コンパ

クトに魚道を設置することができます。エルボは、

必要な寸法に加工できますので、現地の寸法

に合わせて発注しましょう。 

 

継ぎ手の方法 

 

コルゲート管９０°エルボ 

次に、コルゲート管の横断方向にある溝１つおきに隔壁を挿入します。 

挿入する隔壁は、コルゲート管の溝幅に合わせた厚さで、溝に沿った半円弧形状のものを千鳥状に配

置します。 

参考ですが、隔壁の必要枚数は、下記の計算により求めることができます。 

 

隔壁の必要枚数の求め方(コルゲート管口径 250mm の場合)【参考】 

①魚道が必要な延長を求めます。(L＝5.0m) 

②口径 250mm の溝間隔(ピッチ)は 44mm※1 で、溝 1 つおきに挿入するので、88mm で除する。 

5,000÷88＝56.8≒57 枚必要となります。 

※1 電気化学工業㈱トヨドレンＵ字溝カタログデータより 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚道の継ぎ手の方法 
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また、隔壁は、木製であれば、簡単に作製できます。まず、コルゲート管の溝幅に合った木板を購入し切

断します。切断する手間を省くため、近くの木材店に加工を依頼することもできます。 

耐水ベニヤ板厚：１８ｍｍ

250mm

15mm

切除部分
135° 切除部分

Ｒ＝６ｍｍ

 

隔壁構造図(口径 250mm 用、厚さ 18mm の耐水ベニヤを使用) 

 

 

 

隔壁 (口径 250mm 用、厚さ 18mm の耐水ベニヤ製) 
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水田との取付け部は、コルゲート管の溝凸部の高さが田面の高さになるように合わせます。最上流部は、

水量調節用の隔壁を１枚挿入します。 

 

据付後の埋め戻しは、水田からの漏水が無いよう、しっかり踏み固めてください。また、魚道のズレ防止の

ため、アンカーで固定してください。 

 

 

 

 

 

隔壁の挿入間隔を変えることにより、水深と流速を任意に調整することができます。 

 

隔壁挿入角度の調整による流量調節方法 

 

 

水路内の固定堰へ魚道を設置する場合は、魚道が固定出来るように角落し板を半円形にカットする必

要があります。 

水路内の固定堰へ魚道を設置する方法 

魚道への流量調節方法 

水田との取付け高さ 
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※カットした半月の部分に魚道を載せて、角材等によりサポートします。 

 

 

魚道を遡上した魚類を調査するためのトラップは、魚道上流端（水田側）に取付けします。魚類が逃げ

出さないよう二重の袋構造になっています。 

トラップが水に浸かりやすいよう、底土を掘ると効果的です。 

調査日の前日にトラップを設置します。月２回程度の観察・調査をお願いします。 

観察の記録は、様式１を使用します。 

 

 
水田魚道に取付けたトラップ 

 

（様式１） 

詳しくは、担当者の心得２００７「水田・魚道における魚類調査マニュアル」をご覧ください。 

（ＣＤ版を配布しています。必要な方はお問い合わせ下さい。） 

遡上魚の観察方法 
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魚道の維持管理として、ゴミや土砂等の除去作業が必要です。週２回程度の点検により、魚道を良好

に維持できます。魚道管理日誌は、様式２です。 

 
維持管理状況（草刈時） 

 

（様式２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、ご不明な点は、 

 
まで、お問い合せください。 

 

魚道の管理方法 

愛知県農業総合試験場 
〒４８０－１１９３ 愛知郡長久手町大字岩作字三ヶ峯１－１ 

環境基盤研究部 農業工学グループ 

ＴＥＬ：０５６１－６２－００８５ ＦＡＸ：０５６１－６３－０８１５ 

e-mail：nososi@pref.aichi.lg.jp ＵＲＬ：http://www.pref.aichi.jp/nososi/index.htm 




